







間をよくしようとしていく働きであると考えられる。また、教育が機能している状態とは、学び いという意欲を持った人間とそれを叶えさせたいと願う人間との関係 十分働 て 場合で といえる。ちなみに澤柳は、 これを「両者の気合いが一致して居らねばならぬ」
（１）
と表現している。
その場合、働きかける側、すなわち教師は何か 教えようとする場合、相手の存在を無視あるいは軽視 て、単に一方的に教え込むこ ではないはずである。つまり、相手が、何がよいのか 考えながら主体的に学ぼうする人間であることを十分に認識しておく必要がある いうことである。
　
だが、明治以降のわが国の教育は、そうした一人一人の人間の「学び」
を根本に据えた本来の り方を、必ずしも重視してき とは言えない。国家が、人間像にしろ、内容方法にしろ、 「 」 る いう場合の「よさ」を決定し それに向かって、到達すべき目標（段階）を詳細に設け、特定の期間を区切って、いわば「教え込む」という方法で突き進んできた。その結果、本来自立的・自発的であるはずの個人の学びが受動的・非主体的
なものと化していった。 すでに、 江戸時代前期に、 貝原益軒が 『大和俗訓』 （寛永五、 一七○八）という著書の中で 「学は終身のことなり、一息もいまのこれる内は、その志おこたるべからず」
（２）
と記している。つまり、学ぶと
いう とは、 志をもって一生取り組ん いくものということである。だが、明治期以降、先に述べたように、本来人間が「学ぶ」 は 知識などを主体的に問い がら修得 く連続的行為であるはずだが、学校という場において「覚える」というこ が中心となり、衰微して くになったのである。
               
　
だが、近代教育史上において、こうした人間の「学び」を軽視した教
育、とりわけ学校教育に ち早く危機感 た人物がいることも事実である。その一人が、本論文で取り上げる澤柳政太郎であり、特に氏が明治後期に著した『学修法』 中 それが顕著 見られる。
　
本論文では、この『学修法』を詳細 分析しながら、そこに見られる今



















まれた。少年時代の一時期、甲府の小学校に通学していたが、まもなく松本市内の開智学校で学んだ。やがて、父の転勤で上京 、一一歳の時東京師範学校の付属小 に入学し、 優秀な成績をあげる。 明治 三 （一八八〇）年、一六歳で東京大学予備門に入学 四年後には東京大学文学部哲学科に入学した。さらに、四年後の明治二 （一八八八）年に二四歳で卒業し、文部省に入った。
　
澤柳が文部省に入ったのは、彼が学生時代に学資が乏しかったために、














































































長の一方的で専制的、 官僚的、 非民主的な行為として批判されてきた。 しかし、事件の是非はともかくとして、その結果、文科の中が「前より若々しく生き生きとし、血の通っ ものになった」という見方をする者もある。
（４）
澤柳の
やり方は確かに大学の自治に反したものであり、手続き上問題があったかもしれないが、彼 改革へ 熱意がこ 言葉から伝わってこよう。
　
こうして、澤柳は大学を去った。しかし、彼の教育への情熱は全く衰え
ず、大学を辞めるこ （文部行政から退 ）で、むしろ自分の理想と学校作りへ彼の気持ち 急速 傾いていった である。
　
大正五（一九一六）年、五二歳になった澤柳 小学校を設置すること
を条件に、 東京の牛込にあった私立成城中学校の校長を引き受ける。翌年、日本の「小学教育を改善する精神と方法」とを探求する実験学校として成城小学校を同地に設立した。ここで 子どもの個性を尊重し、それを伸ばすこと、自然と親しむことなどを主眼に、試験は全く行なわず、それまでの学校に見られない独自のカリキュラムで教育を行なった。後に玉川園を創設した小原国芳 はじめとして、教育的情熱に燃える多士済々 人物が澤柳の理念に共感して全国から参画 成城小学校の名前はしだ に全国に広がっていったのである。
　
晩年の澤柳は， ドルトン ・ プラン（
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まず、澤柳は「教育」 意味に いて 次のように述べている。「仰々敎育とは如何なることを意味するんか。學者に依りその説く所多少の相違はあるけれども、多くは成熟したる者が、未だ成熟せざ 者向つて道徳的品性を養成せんが爲に施す所の意義にして、方法を備へる所の影響であると云うのである。説く人に依って其言葉に相違がある
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 」    （７）
（傍点引用者）
　
ここで注目すべき点は、 澤柳 、 「教 」の意味について、 「教授」や「訓
育」を例として取り上げて、 それらとの相違を説明している点である。 「教育」の目的物はあくまで「被教育者」 、すなわち学ぶ側にその目的がと考えていることが分かる。
　
その上で、さらに澤柳は、被教育者の自発的に活動する働き 認め、こ



























己学習によ 自修法（独学法）とも異なるものであるとして、あくまで学修者が自ら進んでよくなろうとする働きを有しており、それを活発に働かせていくことを中核に据 た考え方である。 の点について、氏は
｢
學修


































けであり、その点について氏は具体的に次のように批判している。「或は今日の時勢敎育を受けざるべからざるが故に敎育を受くると考へて居る者がある。或は又敎 を受くるにあらざれば職業を得ることが出来ぬ、即ち職業のために敎育を受け と云う考えを以て居る者もある。若しくは何事をなすにも敎育は必要で がために敎育を受くると考えて居る者もある。尚ほその他種々の目的 定めて居る者もあらうが、要するに学生一般が目的とする所のものは多くは客観的で る実利的である。即ち職業の為であるか、社会に於ける或る事業を経営するためであるか、或は立身出世の為であるか、或は名誉 ためか、利益のためかである。多くは自己以外に敎育の目的を置いて居る傾である。 」
（13）












て、氏は次のような興味深い指摘をしている。「なぜ學修するのか之を確かめておく必要がある。學修は自己が未成熟であるから ある、すでに成熟して居つたなら學修する必要はない。これはわかりきったやうであるが、実際或は學生が十分成熟しているやうな考えを起こす。學生 成熟していないということを自覚し、且他から認められて毫も恥づる所はない。成熟して な ということを他の方面から云えば學生は不完全である。将来完全にならんとす志すものであが、現在は尚ほ不完全であると云ふと同じ ある。更に細かに云えば學生の知識は未だ十分でない、その知る所
は少ない、或いはその考えは間
違って居るということである。 れ事実である 學生はかく自覚 るが當然である。又 く自覚して始めて學生の本文が盡くせる。 」
（15）
　





























ではさらに、氏のい 「思考」とは何か。そ について、氏 次のよう






































章学修法総則を中心に、氏の学修法の理論的特徴と今日的意義について考察してきた。私たち 一般に人物の教育思想を考察する場合、大きく「人間観」と「形成観」の視点から分類する場合が多い。この視点から、最後に「学修法」おける澤柳 主な思想的特徴を改めて見 みたい。
　
まず、人間観については、それを象徴する言葉が「自発的奮励」である
ことは明らかである。また、氏は、 「人間は真なるもの、善なるものを愛するの情がある」とも表現している。すなわち、澤柳は、人間に内在するいわばよさを求めていく働きを根本的に認めており 学ぶということにおいても、自ら問いながら学びつづけていく働きというものを認めているいうことであ 。これを一言 表せば人間への信頼 ことになる。まず、氏が『学修法』を論じる原点 して、こうした人間観があることに注目しなければならない。
　
その上で、 「形成観」について考えた場合、まず学修の目的について、
澤柳は 「自己が未成熟」 であ と う自覚のもと、 「将来完全ならんと志す」ためであると述べて る。さらに学びの場である「学校」につ ては、 「集約的学修」の時期を送るための場 してい 。さらに教師の役割については、まず学生の「自発的奮励」を喚起し、実行させることの重要さを強調し いる。そして最後に、学校外に於ける学修として古典や新聞などの読書を推奨している。
　
これらの内容すべてが、まさに今日的な教育課題であり、時代や空間を
超えたものであるといえ すでに今から百年前にす に澤柳が指摘していること自体、その先見性を評価しないわけ はいかな 。?
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